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中国におけるキリスト教の本色化（土着化）運動
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れた。最も代表的な実践は中華基督教会の成立である。中華基督教会は20
世紀前半において，中国国内の最大超教派の連合・合同教会である。中華基
督教会の成立の流れは以下の通りである。義和団の乱以後，長老教会は八つ
の教会を合同して「中華基督教長老会」を設立した。中華基督教長老会は単
に諸教会の合同を目的としたのみならず，宣教協会から独立した「中国の教
会」を作ることも意図されていた，と考えられる22。1901年から数回の会議
を経て教会の連合・合同について討論した。1918年 4 月17日に南京で開か
れた中国基督教長老会の総会にロンドン会と公理会とが参加し，「中華基督
教合同教会」を作る計画が立てられ，1922年 4 月に上海でこの三つ教派の
代表を中心として「中華基督教会臨時総会」を設立した。そしてついに，
1927年10月，上海で最初の総会が開かれて，全国組織の「中華基督教会」
が正式に発足した。全国総会に参加した88名の代表のうち66名が中国人の
指導者で，彼らは12の教区と51の分区とを代表していた。中国全土で14の
教派が中華基督教会に加盟し，数百の教会堂が含まれ，会員の数は12万を
超え，全国キリスト者人口の約三分の一を占めた。会議では全会一致して誠
静怡を初代会長に選び，参加したあらゆるメンバーが明確に旧教派の思想を
放棄し，「教派を超え，一つにする」という原則に基づいて，本色教会運動
を推進し，中国の教会の総体的な合一を目指した。中華基督教会は，中国人
信徒が正統な信仰に根ざして，自分から主体的に動いて結成した中国国内の
最大の超教派の連合・合同教会であった。教派的伝統を奨励せず，国の境界
によって分かたれず，ただ中国の社会情勢に適合することと，中国社会の需
要に対応することが求められた23。このような教派間の連合・合同によっ
て，教会の組織が強くなり，中国の教会の統一と団結を促進し，反キリスト
教運動からの衝撃への対応や教会における本色化の建設へ組織的な準備を提
供した。
22 山本，前掲書，60頁。
23 姚明權，羅偉虹，前掲書，187－188頁。
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結論
　1920年代に中国の教会は，国内の情勢不安と国外からの侵略という不穏
な時代の下に，キリスト教が中国の文化社会系統の中に根を下ろして，開花
し，実を結び，それによって緊迫した情勢から脱出するために，キリスト教
の本色化に迫られた。キリスト教本色化の枠組みのもと，西洋から伝来した
各キリスト教派が中国で独自の活動を展開し，しばしば教派間に対立の事件
が発生し，全体の宣教活動に悪い影響を及ぼした。こうした状況を打開する
ため，各教派の連合・合同によって教会を組織的に強くし，中国教会の一致
と連帯を促進することが求められた。この取り組みは，反キリスト教運動か
らの衝撃に対応し，本色教会の建設へと組織的に準備するものとなった。し
かし，中国の教会の経済と組織が変革されなければ，民衆は永遠にキリスト
教を「洋教」と呼び，キリスト教は中国社会の中に浸透できないだろう。中
国社会と緊密な関係を持ち，中国文化の神髄とキリスト教とを融合すること
によってはじめて，キリスト教は中国と西洋の精華になることができる。教
会組織の自立や連合などを通して，中国キリスト教は，中国人にとって身近
なものとなり，入信しやすくなる。これは，中国キリスト教の特色となり，
世界のキリスト教会にとっても模範的なものになる24。このように，教会の
経済的自立，組織的自治と自力的宣教という三つの実践的な方向が互いに緊
密に関係づけられることによって，教会という具体的な場における実践を推
進し，キリスト教が中国の社会の中に根を下ろし，中国文化の精華を吸収す
ることを可能とする。勿論，これは相当困難な作業であり，絶えず模索し，
実践し続けることが必要であり，中国におけるキリスト教の本色化は長い道
を辿らねればならないであろう。
24 洪煨蓮「西方基督教徒対於中国的貢献」『文社月刊』，第 2 巻第 7 号，1927年，78頁。
